
10

20

JP 2024-73726 A 2024.5.30

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2024-73726
(P2024-73726A)

(43)公開日　令和6年5月30日(2024.5.30)

(54)【発明の名称】　粘土含有水硬性組成物用分散剤

(51)国際特許分類
　   Ｃ０９Ｋ 23/52 (2022.01)
　   Ｃ０４Ｂ 24/26 (2006.01)
　   Ｃ０８Ｆ 220/06 (2006.01)
　   Ｃ０８Ｆ 290/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ｃ０９Ｋ 23/52 　　　　 　　　
　Ｃ０４Ｂ 24/26 　　　Ｂ 　　　
　Ｃ０４Ｂ 24/26 　　　Ｅ 　　　
　Ｃ０４Ｂ 24/26 　　　Ｆ 　　　
　Ｃ０８Ｆ 220/06 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-184587(P2022-184587)
(22)出願日　 令和4年11月18日(2022.11.18)

(71)出願人　 000000918
花王株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目１４番 
１０号

(74)代理人　 100087642
弁理士　古谷  聡

(74)代理人　
義経  和昌

(74)代理人　 100203242
弁理士　河戸  春樹

(72)発明者　 指原  慶彰
和歌山県和歌山市湊１３３４  花王株式 
会社研究所内

(72)発明者　 佐川  桂一郎
和歌山県和歌山市湊１３３４  花王株式 

最終頁に続く

テーマコード（参考）
　４Ｇ１１２
　４Ｊ１００
　４Ｊ１２７

(57)【要約】
【課題】粘土含有水硬性組成物に対しても良好な性能を示す分散剤を提供する。
【解決手段】
　（ａ）メタクリル酸、（ｂ）カチオン基を有するビニル系単量体、
　（ｃ）一般式（１）で表される単量体から選ばれる１種または２種以上の単量体ｃ
【化１】

［式中、Ｒ１ｃ及びＲ２ｃは、同一または相異なって水素原子またはメチル基を示す。Ｒ３ｃは、水素原子 
または－Ｃ（Ｏ）Ｏ（ＡＯ）ｎＲ４ｃ基を示す。ＡＯは、オキシアルキレン基等を示す。ｑは０以上２以 
下の整数を示す。ｐは０または１を示す。ｎは、モル平均値で５以上１５０以下を示す。Ｒ４ｃは水素原 
子または炭素数１以上１８以下のアルキル基を示す。］
の共重合体Ａを含有する粘土含有水硬性組成物用分散剤を提供する。
【選択図】なし

審査請求　未請求　請求項の数　12　　ＯＬ　（全13頁）　最終頁に続く



10

20

30

40

50

JP 2024-73726 A 2024.5.30(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 、
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 、
　 （ ｃ ） 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｃ
【 化 １ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｃ 及 び Ｒ ２ ｃ は 、 同 一 ま た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ
３ ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は － Ｃ （ Ｏ ） Ｏ （ Ａ Ｏ ） ｎ Ｒ ４ ｃ 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 、 炭 素 数 ２ 以 上  
４ 以 下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｑ は ０ 以 上 ２ 以 下 の 整 数  
を 示 す 。 ｐ は ０ ま た は １ を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 Ｒ ４ ｃ は  
水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ］
の 共 重 合 体 Ａ を 含 有 す る 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 共 重 合 体 Ａ に （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 を 構 成 単 量 体 と し て 、 １ モ ル ％ 以 上 ５ ０ モ ル ％ 以 下 含  
ま れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 が 、 一 般 式 （ ２ ） の ビ ニ ル 系 単 量 体 か ら 選 ば  
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｂ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ の 何 れ か に 記 載 の 粘 土 含 有 水  
硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 化 ２ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｂ は 、 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ ２ ｂ 、 Ｒ ３ ｂ 及 び Ｒ ４ ｂ は 、 同 一 ま  
た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 ２ ０ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 Ｙ は 酸 素 原 子  
ま た は － Ｎ Ｈ － 基 を 示 す 。 ｍ は 、 １ 以 上 ６ 以 下 の 整 数 を 示 す 。 Ｘ － は 、 対 陰 イ オ ン を 示 す  
。 ］
で 表 さ れ る ア ン モ ニ ウ ム 塩 が 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し い 。
【 請 求 項 ４ 】
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 が 、 一 般 式 （ ３ ） の ビ ニ ル 系 単 量 体 か ら 選 ば  
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｂ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ の 何 れ か に 記 載 の 粘 土 含 有 水  
硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 化 ３ 】

［ 式 中 、 Ｒ ２ ｂ 、 Ｒ ３ ｂ 及 び Ｒ ４ ｂ は 、 各 々 独 立 に 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｙ は  
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酸 素 原 子 ま た は － Ｎ Ｈ － 基 を 示 す 。 ｍ は 、 １ 以 上 ６ 以 下 の 整 数 を 示 す 。 Ｘ － は 、 対 陰 イ オ  
ン を 示 す 。 ］
【 請 求 項 ５ 】
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 が 、 一 般 式 （ ４ ） の ビ ニ ル 系 単 量 体 か ら 選 ば  
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｂ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ の 何 れ か に 記 載 の 粘 土 含 有 水  
硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 化 ４ 】

［ 式 中 、 Ｘ － は 、 対 陰 イ オ ン を 示 す 。 ］
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｘ － が 、 メ チ ル 硫 酸 イ オ ン ま た は エ チ ル 硫 酸 イ オ ン で あ る 請 求 項 ３ ～ ５ の 何 れ か 一 項 に  
記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 単 量 体 ｃ が 、 一 般 式 （ ５ ） の 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 で あ る 請  
求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 化 ５ 】

［ 式 中 Ｒ １ ｃ 及 び Ｒ ２ ｃ は 、 同 一 ま た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ ３  
ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は － Ｃ （ Ｏ ） Ｏ （ Ａ Ｏ ） ｎ Ｒ ４ ｃ 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 炭 素 数 ２ 以 上 ４ 以  
下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １  
５ ０ 以 下 を 示 す 。 Ｒ ４ ｃ は 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ］
【 請 求 項 ８ 】
　 単 量 体 ｃ が 、 一 般 式 （ ６ ） の 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 で あ る 請  
求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 化 ６ 】

［ 式 中 Ｒ ４ ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 炭 素  
数 ２ 以 上 ４ 以 下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均  
値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 ］
【 請 求 項 ９ 】
　 単 量 体 ｃ が 、 一 般 式 （ ７ ） の 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 で あ る 請  
求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
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【 化 ７ 】

［ 式 中 、 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 ］
【 請 求 項 １ ０ 】
　 共 重 合 体 Ａ の 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） が ３ ０ ０ ０ ０ 以 上 ８ ０ ０ ０ ０ 以 下 で あ り 、 Ｍ ｗ と  
数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） の 比 、 Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ 、 が １ ． ０ 以 上 ２ ． ０ 以 下 で あ る 請 求 項 １ ～ ９ の  
何 れ か 一 項 に 記 載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 共 重 合 体 Ａ 中 、 未 反 応 の （ ａ ） か ら （ ｃ ） の 単 量 体 の 含 有 量 の 合 計 が 、 各 単 量 体 の 仕 込  
量 の 合 計 に 対 し て ５ モ ル ％ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 粘 土 含 有 水  
硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 共 重 合 を ｐ Ｈ ３ 以 下 で 行 っ て 得 ら れ る 共 重 合 体 Ａ を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ １ の 何 れ か に 記  
載 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 川 砂 等 の 良 質 細 骨 材 の 枯 渇 に 伴 い 、 従 来 は 積 極 的 に 使 用 さ れ て い な か っ た 種 類 の  
骨 材 の 使 用 割 合 が 増 え つ つ あ る 。 そ の よ う な 骨 材 を 用 い た 水 硬 性 組 成 物 は 、 通 常 の 水 セ メ  
ン ト 比 （ Ｗ ／ Ｃ ） で あ っ て も フ レ ッ シ ュ 状 態 の 粘 性 が 高 く な り 、 流 動 性 が 低 下 し 、 作 業 性  
が 低 下 す る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 石 膏 ボ ー ド の 原 料 で あ る 石 膏 に お い て も 、 粘 土 を 含 有 す る  
天 然 石 膏 の 使 用 割 合 が 増 え つ つ あ る 。 そ の よ う な 天 然 石 膏 を 用 い た 水 硬 性 組 成 は 、 流 動 性  
が 低 下 し 、 作 業 性 が 低 下 す る 傾 向 が あ る 。 流 動 性 や 作 業 性 の 低 下 に 対 し て は 、 こ れ ま で ポ  
リ カ ル ボ ン 酸 系 の 減 水 剤 が 用 い ら れ て き た が 、 こ の 方 法 に よ る 対 応 に は 限 界 が あ る 。 そ の  
た め 、 第 ４ 級 窒 素 を 含 む カ チ オ ン 性 化 合 物 を 構 成 単 量 体 と す る ポ リ マ ー を 含 有 す る 水 硬 性  
組 成 物 用 の 添 加 剤 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 炭 素 数 １ ～ ２ ２ の ア ル キ ル 基 、 炭 素 数 １ ～ ８ の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 を  
含 ん で な る ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン 基 等 が 結 合 し た 第 ４ 級 窒 素 を 含 む カ チ オ ン 性 ポ リ マ ー （  
Ａ ） 、 を 含 有 す る 水 硬 性 組 成 物 用 添 加 剤 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 （ ｉ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 （ ａ ） 及 び カ チ オ ン 基 を 有  
し な い ビ ニ ル 系 単 量 体 （ ｂ ） に 由 来 す る 構 造 を 有 し 、 （ ｉ ｉ ） 該 単 量 体 （ ａ ） と 該 単 量 体  
（ ｂ ） と の モ ル 比 が （ ａ ） ／ （ ｂ ） ＝ １ ／ ９ ９ ～ ９ ５ ／ ５ で あ り 、 （ ｉ ｉ ｉ ） 該 単 量 体 （  
ａ ） は 、 第 ４ 級 窒 素 カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 を 含 む 、 を 満 た す カ チ オ ン 性 ポ リ  
マ ー （ Ａ ） を 含 有 す る 水 硬 性 組 成 物 用 添 加 剤 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 、 （ ａ ） １ ６ ～ ９ ５ モ ル ％ の 陽 イ オ ン 構 造 単 位 （ Ａ ） 及 び （ ｂ ） ５ ～ ５  
５ モ ル ％ の マ ク ロ モ ノ マ ー の 構 造 単 位 （ Ｂ ） を 有 す る 、 コ ポ リ マ ー が 、 水 硬 性 組 成 物 用 添  
加 剤 と し て 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ４ ５ ０ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ １ ４ － ５ ０ ３ ４ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ２ ０ ５ ６ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 分 散 剤 は 、 低 品 質 な 骨 材 に 含 ま れ る 粘 土 に 著 し い 量 吸 着 ま た  
は 吸 収 さ れ る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 第 ４ 級 ア ン モ ニ ウ ム 基 を 有 す る 単 量 体 は 、 概 し て 重  
合 性 が 乏 し く 、 分 散 剤 の 高 い 収 率 や 鋭 い 分 子 量 分 布 を 与 え ず 、 性 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ て い  
る と は 言 い 難 い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 、
　 （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 、
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 、
　 （ ｃ ） 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｃ
【 化 １ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｃ 及 び Ｒ ２ ｃ は 、 同 一 ま た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ
３ ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は － Ｃ （ Ｏ ） Ｏ （ Ａ Ｏ ） ｎ Ｒ ４ ｃ 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 、 炭 素 数 ２ 以 上  
４ 以 下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｑ は ０ 以 上 ２ 以 下 の 整 数  
を 示 す 。 ｐ は ０ ま た は １ を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 Ｒ ４ ｃ は  
水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ］
の 共 重 合 体 Ａ を 含 有 す る 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を  
解 決 で き る こ と を 見 出 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 粘 土 を 含 有 す る 低 品 質 の 骨 材 に 対 し て も 高 い 分 散 性 を 示 す 水 硬 性 組 成  
物 用 分 散 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 は 、
　 （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 、
　 （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 、
　 （ ｃ ） 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｃ
【 化 ２ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｃ 及 び Ｒ ２ ｃ は 、 同 一 ま た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ
３ ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は － Ｃ （ Ｏ ） Ｏ （ Ａ Ｏ ） ｎ Ｒ ４ ｃ 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 炭 素 数 ２ 以 上 ４  
以 下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｑ は ０ 以 上 ２ 以 下 の 整 数 を  
示 す 。 ｐ は ０ ま た は １ を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 Ｒ ４ ｃ は 水  
素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ］
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を 構 成 単 量 体 と し て 含 む 共 重 合 体 Ａ を 含 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 中 の 、 共 重 合 体 Ａ の 含 有 率 は 、 ８ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ０ ０ 質  
量 ％ 以 下 で あ っ て よ い 。 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で １ ０ ０ 質 量 ％ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 中 の 、 共 重 合 体 Ａ の 含 有 率 が １ ０ ０ 重 量 ％ よ り も 小 さ い  
場 合 、 他 の 成 分 と し て 凝 結 促 進 剤 、 起 泡 剤 等 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 共 重 合 体 Ａ の 構 成 単 量 体 と な る 各 単 量 体 に つ い て 説 明 す る 。
＜ （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 ＞
　 本 願 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 に 含 ま れ る 共 重 合 体 Ａ の 構 成 単 量 体 と し て 、 メ タ  
ク リ ル 酸 を 必 須 成 分 と し て 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ （ ｂ ） カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 ＞
　 本 願 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 に 含 ま れ る 共 重 合 体 Ａ の 構 成 単 量 体 と し て 、 カ チ  
オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 を 必 須 成 分 と し て 含 む 。
　 カ チ オ ン 基 を 有 す る ビ ニ ル 系 単 量 体 と し て は 、 一 般 式 （ ２ ） で 表 さ れ る 単 量 体 か ら 選 ば  
れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｂ
【 化 ３ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｂ は 、 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ ２ ｂ 、 Ｒ ３ ｂ 及 び Ｒ ４ ｂ は 、 同 一 ま  
た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 ２ ０ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 Ｙ は 酸 素 原 子  
ま た は － Ｎ Ｈ － 基 を 示 す 。 ｍ は 、 １ 以 上 ６ 以 下 の 整 数 を 示 す 。 Ｘ － は 、 対 陰 イ オ ン を 示 す  
。 ］
で 表 さ れ る ア ン モ ニ ウ ム 塩 が 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 般 式 （ ２ ） の Ｒ １ ｂ と し て は 、 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で メ チ ル 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 般 式 （ ２ ） の Ｙ と し て は 、 酸 素 原 子 、 － Ｎ Ｈ － 基 が 例 示 で き る 。 分 散 剤 と し て の 性 能  
が 良 い 点 で 酸 素 原 子 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 般 式 （ ２ ） の ｍ は 、 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で １ 以 上 ６ 以 下 の 整 数 が 好 ま し く 、  
２ が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 般 式 （ ２ ） の Ｒ ２ ｂ 、 Ｒ ３ ｂ 及 び Ｒ ４ ｂ と し て は 、 水 素 原 子 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、  
プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル 基 、 ヘ キ シ ル 基 、 ２ － エ チ ル  
ヘ キ シ ル 基 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル 基 、 オ ク チ ル 基 、 シ ク ロ オ ク チ ル 基 、 デ シ ル 基 、 ド デ シ ル 基  
、 テ ト ラ デ シ ル 基 、 ヘ キ サ デ シ ル 基 、 オ ク タ デ シ ル 基 等 が 例 示 で き る 。 分 散 剤 と し て の 性  
能 が 良 い 点 で 、 Ｒ ２ ｂ 、 Ｒ ３ ｂ 及 び Ｒ ４ ｂ の う ち ２ つ が メ チ ル 基 、 １ つ が エ チ ル 基 が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 般 式 （ ２ ） の Ｘ － と し て は 、 塩 化 物 イ オ ン 、 臭 化 物 イ オ ン 、 ヨ ウ 化 物 イ オ ン 等 の ハ ロ  
ゲ ン 化 物 イ オ ン 、 硫 酸 イ オ ン 、 硝 酸 イ オ ン 、 過 塩 素 酸 イ オ ン 、 リ ン 酸 イ オ ン 、 メ チ ル 硫 酸  
イ オ ン 、 エ チ ル 硫 酸 イ オ ン 、 フ ェ ニ ル 硫 酸 イ オ ン 、 ト リ ル 硫 酸 イ オ ン 、 酢 酸 イ オ ン 、 ア セ  
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チ ル ア セ ト ナ ト イ オ ン 等 が 例 示 で き る 。 入 手 容 易 な 点 で メ チ ル 硫 酸 イ オ ン ま た は エ チ ル 硫  
酸 イ オ ン が 好 ま し く 、 エ チ ル 硫 酸 イ オ ン が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ （ ｃ ） 単 量 体 ｃ ＞
　 本 願 の 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 に 含 ま れ る 共 重 合 体 Ａ の 構 成 単 量 体 と し て 、 一 般  
式 （ １ ） で 表 さ れ る 単 量 体 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 単 量 体 ｃ
【 化 ４ 】

［ 式 中 、 Ｒ １ ｃ 及 び Ｒ ２ ｃ は 、 同 一 ま た は 相 異 な っ て 水 素 原 子 ま た は メ チ ル 基 を 示 す 。 Ｒ
３ ｃ は 、 水 素 原 子 ま た は － Ｃ （ Ｏ ） Ｏ （ Ａ Ｏ ） ｎ Ｒ ４ ｃ 基 を 示 す 。 Ａ Ｏ は 、 炭 素 数 ２ 以 上  
４ 以 下 の オ キ シ ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 を 示 す 。 ｑ は ０ 以 上 ２ 以 下 の 整 数  
を 示 す 。 ｐ は ０ ま た は １ を 示 す 。 ｎ は 、 モ ル 平 均 値 で ５ 以 上 １ ５ ０ 以 下 を 示 す 。 Ｒ ４ ｃ は  
水 素 原 子 ま た は 炭 素 数 １ 以 上 １ ８ 以 下 の ア ル キ ル 基 を 示 す 。 ］
を 必 須 成 分 と し て 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 式 （ １ ） の Ａ と し て は 、 エ チ レ ン 基 、 プ ロ ピ レ ン 基 、 ブ チ レ ン 基 、 メ チ ル エ チ レ ン  
基 、 １ － メ チ ル プ ロ ピ レ ン 基 、 ２ － メ チ ル プ ロ ピ レ ン 基 、 フ ェ ニ ル エ チ レ ン 基 が 例 示 で き  
る 。 ま た 、 こ れ ら が 混 合 し て い て も よ い 。 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で エ チ レ ン 基 が 好  
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 般 式 （ １ ） の ｑ は 、 ０ 以 上 ２ 以 下 の 整 数 を 示 す 。 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で ０ が  
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 般 式 （ １ ） の ｐ は 、 ０ ま た は １ を 示 す 。 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で １ が 好 ま し い  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 式 （ １ ） の ｎ は 、 単 量 体 ｃ が １ 種 の と き は 該 単 量 体 の モ ル 平 均 値 を 示 す 。 単 量 体 ｃ  
と し て ２ 種 以 上 の 単 量 体 を 用 い た 場 合 は 、 各 単 量 体 の モ ル 平 均 値 に 、 各 単 量 体 の モ ル 含 有  
率 を 加 味 し て 算 出 し た モ ル 平 均 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ｎ ｃ の 値 は 、 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し く は １ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ３ 以 上  
、 さ ら に 好 ま し く は ５ 以 上 で あ り 、 そ し て 、 好 ま し く は １ ５ ０ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ４  
０ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は １ ３ ０ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 般 式 （ １ ） の 、 Ｒ １ ｃ 、 Ｒ ２ ｃ 及 び Ｒ 3 ｃ は 、 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 、 Ｒ １ ｃ

及 び Ｒ ３ ｃ が 水 素 原 子 、 Ｒ ２ ｃ が メ チ ル 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 般 式 （ １ ） の 、 Ｒ ４ ｃ と し て は 具 体 的 に は 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ  
プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ブ チ ル 基 、 ヘ キ シ ル 基 、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル 基 、 シ ク  
ロ ヘ キ シ ル 基 、 オ ク チ ル 基 、 シ ク ロ オ ク チ ル 基 、 デ シ ル 基 、 ド デ シ ル 基 、 テ ト ラ デ シ ル 基  
、 ヘ キ サ デ シ ル 基 、 オ ク タ デ シ ル 基 等 が 例 示 で き る 。 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で メ チ  
ル 基 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 に 含 ま れ る 共 重 合 体 Ａ は 、 重 合 反 応 後 に 単 離 し て も よ い  
が 、 単 離 生 成 せ ず に 未 反 応 の （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 単 量 体 を 含 ん で い て も よ い 。 ま た 、 共 重 合  
体 Ａ の 収 率 が ９ ５ ％ よ り 大 き け れ ば 、 共 重 合 体 製 造 の 際 の 構 成 単 量 体 の 仕 込 量 の モ ル 比 が  
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、 共 重 合 体 Ａ 中 の 構 成 単 量 体 の モ ル 比 と な る と 考 え て さ し つ か え な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 共 重 合 体 Ａ を 単 離 生 成 せ ず に 未 反 応 の （ ａ ） ～ （ ｃ ） の 単 量 体 を 含 ん で い る 場 合  
は 、 未 反 応 の 単 量 体 の 含 有 量 の 合 計 は 、 各 単 量 体 の 仕 込 量 の 合 計 に 対 し て ５ ％ 以 下 で あ る  
こ と が 、 分 散 剤 の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 共 重 合 体 Ａ 中 に 含 ま れ る 構 成 単 量 体 と し て の メ タ ク リ ル 酸 の 含 有 量 は 、 分 散 剤 の 性 能 が  
良 い 点 で 、 好 ま し く は １ モ ル ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ． ５ モ ル ％ 以 上 、 そ し て 、 好 ま し  
く は ５ ０ モ ル ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ４ ５ モ ル ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 共 重 合 体 Ａ 中 に 含 ま れ る 構 成 単 量 体 と し て の （ ｂ ） 成 分 の 含 有 量 は 、 分 散 剤 の 性 能 が 良  
い 点 で 、 好 ま し く は ５ モ ル ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ０ モ ル ％ 以 上 、 そ し て 、 好 ま し く は  
７ ５ モ ル ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ７ ０ モ ル ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 共 重 合 体 Ａ 中 に 含 ま れ る 構 成 単 量 体 と し て の （ ｃ ） 成 分 の 含 有 量 は 、 分 散 剤 の 性 能 が 良  
い 点 で 、 好 ま し く は １ ０ モ ル ％ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ５ モ ル ％ 以 上 、 そ し て 、 好 ま し く  
は ９ ０ モ ル ％ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ８ ５ モ ル ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 共 重 合 体 Ａ の 重 量 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｗ ） は 、 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し く は ２  
０ ０ ０ ０ 以 上 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ０ ０ ０ 以 上 で あ り 、 そ し て 、 好 ま し く は １ ０ ０ ０ ０ ０  
以 下 、 よ り 好 ま し く は ８ ０ ０ ０ ０ 以 下 で あ る 。
　 ま た 、 Ｍ ｗ と 数 平 均 分 子 量 （ Ｍ ｎ ） の 比 、 Ｍ ｗ ／ Ｍ ｎ 、 が １ ． ０ 以 上 ２ ． ０ 以 下 で あ る  
こ と が 分 散 剤 と し て の 性 能 が 良 い 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 願 の 共 重 合 体 Ａ は 、 汎 用 の ビ ニ ル 系 高 分 子 の 共 重 合 の 条 件 で 行 う こ と が で き る 。 溶 媒  
と し て は 例 え ば 水 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 反 応 温 度 と し て は ５ ０ ℃ 以 上 １ ０ ０ ℃ 以  
下 の 範 囲 で 行 う こ と が で き る 。 反 応 時 間 は 反 応 温 度 に も よ る が 、 ０ ． ５ 時 間 以 上 １ ０ 時 間  
以 下 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 願 の 共 重 合 体 Ａ の 製 造 は 、 ｐ Ｈ ３ 以 下 で 行 う こ と が 、 収 率 が 良 い 点 で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 共 重 合 体 Ａ の 重 量 平 均 分 子 量 は 、 連 鎖 移 動 剤 を 加 え る こ と に よ り 調 整 す る こ と が で き る  
。 連 鎖 移 動 剤 と し て は 、 汎 用 の β － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 、 ２ － メ ル カ プ ト エ タ ノ ー ル  
、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル － β － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 、 β － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 メ ト  
キ シ ブ チ ル 、 ３ － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 オ ク タ デ シ ル 等 の チ オ ― ル 類 や 四 塩 化 炭 素 等 を  
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 分 散 剤 は 、 良 好 な 分 散 性 を 有 す る た め 、 粘 土 を 含 有 す る 低 品 質 骨 材 に 対 し て も  
効 果 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 実 施 例 及 び 比 較 例 ＞
　 以 下 、 実 施 例 及 び 比 較 例 を 示 し て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下 の 記 載 に よ  
っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
＜ 配 合 成 分 ＞
　 以 下 の （ ａ ） ～ （ ｃ ） 成 分 を 用 い て 、 実 施 例 の 共 重 合 体 Ａ 及 び 比 較 例 の 共 重 合 体 Ａ ’ を  
調 製 し た 。
〔 （ ａ ） 成 分 〕
　 メ タ ク リ ル 酸 を 用 い た 。 ま た 、 比 較 と し て ア ク リ ル 酸 も 用 い た 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 （ ｂ ） 成 分 〕
Ｍ Ｏ Ｅ Ｄ Ｅ Ｓ ： エ チ ル ［ ２ － （ メ タ ク リ ロ イ ル ） エ チ ル ］ ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム エ チ ル ス  
ル フ ァ ー ト
Ｄ Ｍ Ａ Ｅ Ｍ － Ｑ ： ２ － （ ア ク リ ロ イ ル ） エ チ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド
【 ０ ０ ４ １ 】
〔 （ ｃ ） 成 分 〕
　 一 般 式 （ ７ ） に 示 す ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル と メ タ ク リ ル 酸 の エ ス  
テ ル を 用 い た 。
【 化 ５ 】

モ ル 平 均 値 ｎ は 以 下 の 通 り で あ る 。
Ｍ Ｅ Ｐ Ｅ Ｇ （ ９ ） ： ｎ ＝ ９
Ｍ Ｅ Ｐ Ｅ Ｇ （ ２ ３ ） ： ｎ ＝ ２ ３
Ｍ Ｅ Ｐ Ｅ Ｇ （ １ ２ ０ ） ： ｎ ＝ １ ２ ０
　 ま た 、 比 較 化 合 物 と し て 、 下 式 （ ８ ） の ビ ニ ル オ キ シ ブ チ ル ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル （  
１ ３ ０ ） を 用 い た 。
【 化 ６ 】

【 ０ ０ ４ ２ 】
〔 連 鎖 移 動 剤 〕
　 β － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 を （ ａ ） 成 分 、 （ ｂ ） 成 分 、 （ ｃ ） 成 分 の 全 量 に 対 し て 、  
１ ． ５ ～ ９ ． ０ ｍ ｏ ｌ ％ 添 加 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
＜ 共 重 合 反 応 に よ る 粘 土 含 有 水 硬 性 組 成 物 用 分 散 剤 の 製 造 ＞
　 以 下 に 表 １ の Ａ － ６ の 製 造 を 例 に 手 順 を 説 明 す る 。
　 撹 拌 機 付 き ガ ラ ス 製 反 応 容 器 に 水 １ ３ ２ ． ０ ｇ を 仕 込 み 、 撹 拌 し な が ら 窒 素 置 換 を し 、  
窒 素 雰 囲 気 中 で ８ ０ ℃ ま で 昇 温 し た 。
　 （ i ） （ ａ ） メ タ ク リ ル 酸 を ４ ． ０ ６ ｇ と （ ｂ ） エ チ ル ［ ２ － （ メ タ ク リ ロ イ ル ） エ チ  
ル ］ ジ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム エ チ ル ス ル フ ァ ー ト （ Ｍ Ｏ Ｅ Ｄ Ｅ Ｓ ） の ９ ０ ％ 水 溶 液 を ２ ３ ．  
９ ５ ｇ と （ Ｃ ） Ｍ Ｅ Ｐ Ｅ Ｇ （ １ ２ ０ ） を ３ ０ ３ ． ５ ｇ （ 水 分 ４ ０ ． ６ ５ ％ ） と キ レ ー ト 剤  
と し て デ ィ ク エ ス ト ２ ０ ６ ６ （ ２ ５ ％ 水 溶 液 ） を ０ ． ２ ２ ｇ と を 混 合 溶 解 し た 溶 液 、 （ i i  
） 連 鎖 移 動 剤 と し て β － メ ル カ プ ト プ ロ ピ オ ン 酸 ０ ． ７ ３ ４ ｇ を 水 １ ８ ｇ に 溶 解 し た 水 溶  
液 、 （ i i i ） 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム １ ． １ ３ ｇ を 水 １ ８ ｇ に 溶 解 し た 水 溶 液 、 の 三 者 を 、 そ  
れ ぞ れ １ ． ５ 時 間 か け て 滴 下 し た 。 次 に 過 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム ０ ． ４ ５ ｇ を 水 ６ ｇ に 溶 解 し  
た 水 溶 液 を ３ ０ 分 か け て 滴 下 し 、 そ の 後 １ 時 間 同 温 度 （ ８ ０ ℃ ） で 熟 成 し た 。 重 量 平 均 分  
子 量 Ｍ ｗ ７ ３ ０ ０ ０ 、 分 子 量 分 布 Ｍ ｗ / Ｍ ｎ が １ ． ５ ７ の 重 合 体 を 得 た 。 共 重 合 時 の 反 応  
系 の ｐ Ｈ は 、 ２ ． １ で あ っ た 。
　 他 の 共 重 合 体 に つ い て も 、 上 記 と 同 様 に 、 単 量 体 の 種 類 及 び 使 用 量 を 変 更 し て 製 造 し た  
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の 製 造 方 法 で 得 ら れ た 分 散 剤 の 平 均 分 子 量 並 び に 収 率 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 表 中 の  
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ｎ は （ ｃ ） 成 分 の Ｍ Ｅ Ｐ Ｅ Ｇ 及 び 式 （ ８ ） の ビ ニ ル オ キ シ ブ チ ル ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル  
（ １ ３ ０ ） の エ チ レ ン オ キ シ ド 部 位 の 付 加 数 の 平 均 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ 分 散 能 の 評 価 方 法 １ ＞
　 笠 岡 粘 土 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 す る 添 加 量 が １ ． ０ ％ と な る 量 の 共 重 合 体 を 水 と 混 合 し て 、  
合 計 が １ ７ ５ ｇ に な る よ う に 練 り 水 を 調 整 し た 。 こ の 練 り 水 １ ７ ５ ｇ を 、 笠 岡 粘 土 ２ ５ ０  
ｇ に 加 え 、 ハ ン ド ミ キ サ ー で 6 0 秒 間 練 り 混 ぜ を 行 っ て 粘 土 ス ラ リ ー を 得 た 。 得 ら れ た 粘  
土 ス ラ リ ー を 、 上 部 内 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 低 部 内 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ５ ０ ｍ ｍ の コ ー ン に 充 填 し 、  
引 き 抜 き 後 の フ ロ ー （ ｍ ｍ ） を 測 定 し た 。 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 施 例 １ ～ ８ で 製 造 し た 共 重 合 体 Ａ － １ ～ Ａ － ８ を 分 散 剤 と し て 用 い る と 、 上 部 内 径 ５  
０ ｍ ｍ 、 低 部 内 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ５ ０ ｍ ｍ の コ ー ン に 充 填 し 、 引 き 抜 き 後 の フ ロ ー で 測 定  
し た １ １ ９ ｍ ｍ 以 上 の 良 好 な 流 動 性 を 示 し た （ 実 施 例 １ ～ ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 メ タ ク リ ル 酸 を 共 重 合 さ せ て い な い Ａ ’ － １ ～ Ａ ’ － ３ を 分 散 剤 と し て 用 い る と 、  
８ ９ か ら １ １ ２ ｍ ｍ と 流 動 性 は 低 か っ た （ 比 較 例 １ ～ ４ ） 。 ま た 、 メ タ ク リ ル 酸 に 替 え て  
ア ク リ ル 酸 を 共 重 合 さ せ た Ａ ’ － ４ を 用 い て も 流 動 性 が 低 か っ た （ 比 較 例 ４ ） 。 さ ら に メ  
タ ク リ ル 酸 を ５ ０ ｍ ｏ ｌ ％ よ り も 多 く 用 い た Ａ ’ － ５ も 流 動 性 は 低 か っ た （ 比 較 例 ５ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
＜ 分 散 能 の 評 価 方 法 ２ ＞
　 粘 土 を 含 有 す る 石 膏 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 す る 添 加 量 が ０ ． ３ ％ と な る 量 の 共 重 合 体 を 水 と  
混 合 し て 、 合 計 が １ ５ ０ ｇ に な る よ う に 練 り 水 を 調 整 し た 。 こ の 練 り 水 １ ５ ０ ｇ を 、 吉 野  
石 膏 桜 印 Ａ 級 焼 石 膏 ２ ４ ７ ｇ と ベ ン ト ナ イ ト １ ５ ｇ （ 合 計 ２ ６ ２ ｇ ） に 加 え 、 ハ ン ド ミ キ  
サ ー で １ ０ 秒 間 練 り 混 ぜ を 行 っ て 粘 土 ス ラ リ ー を 得 た 。 得 ら れ た 粘 土 ス ラ リ ー を 、 上 部 内  
径 ５ ０ ｍ ｍ 、 低 部 内 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ５ ０ ｍ ｍ の コ ー ン に 充 填 し 、 引 き 抜 き 後 の フ ロ ー （  
ｍ ｍ ） を 測 定 し た 。
　 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ ２ 】
　 実 施 例 １ ～ ８ で 製 造 し た 共 重 合 体 Ａ － １ ～ Ａ － ８ を 分 散 剤 と し て 用 い る と 、 上 部 内 径 ５  
０ ｍ ｍ 、 低 部 内 径 ５ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ５ ０ ｍ ｍ の コ ー ン に 充 填 し 、 引 き 抜 き 後 の フ ロ ー で 測 定  
し た １ ０ ３ ｍ ｍ 以 上 の 良 好 な 流 動 性 を 示 し た （ 実 施 例 １ ～ ８ ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 メ タ ク リ ル 酸 を 共 重 合 さ せ て い な い Ａ ’ － １ ～ Ａ ’ － ３ を 分 散 剤 と し て 用 い る と 、  
９ ０ か ら ９ ９ ｍ ｍ と 流 動 性 は 低 か っ た （ 比 較 例 １ ～ ４ ） 。 ま た 、 メ タ ク リ ル 酸 に 替 え て ア  
ク リ ル 酸 を 共 重 合 さ せ た Ａ ’ － ４ を 用 い て も 流 動 性 が 低 か っ た （ 比 較 例 ４ ） 。
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